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 桜小学校では、子どもたちが地域の一員であることを自覚させ、公徳心・自然愛を育ませて、地域との

連携をより深めていきたいと考えています。そこで、本年度は、地域への奉仕作業として、輪中公園を全

校児童が清掃する取組を行いました。 

 梅雨入りする前の６月１日(月)、児童たちは徒歩で輪中公園に向かい清掃を始めました。あらかじめ、

公園内の決めてある場所を、ペア学年（１・６年、２・５年、３・４年）で仲良く清掃しました。高学年

の児童が低学年の児童に優しく声をかけ、いっしょに汗を流しながら、作業する姿が見ら

れました。児童は、公園がきれいになり、すっきりした気持ちをもつことができました。 

また、保護者の方や、地域ボランティアの方もいっしょに参加していただき、たくさん

の落ち葉を集めたり、草を抜いたりしてくださいました。本当にありがとうございました。 

   

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

地域の方といっしょに 

輪中公園の清掃をおこないました 

たくさん草が

あ る か ら 、 

大変だ・・・ 

草を取って、きれ

いな公園になった

ね！ 



ペアの○○さんが、かたくてぬ

けなかった草を、いっしょにぬい

てくれました。わたしは、とても

うれしかったです。わたしが４年

生になって、また地域せいそうが

あったら、３年生の子にやさしく

してあげたいです。 

         ３年生 

今日は全校で、輪中公園を清掃しまし

た。２年生・５年生が清掃する所は、わ

たしが見た中ではあまりごみが落ちて

いませんでした。それだけ輪中公園がき

れいで、弥富市民のいこいの場所という

ことだと思いうれしかったです。けれ

ど、草はたくさんあって、全部取るのは

すごく時間がかかりました。みんな一生

懸命に清掃をしていたので、とてもよか

ったと思いました。みんなで取ったゴミ

の量は１００袋以上あったそうです。想

像していた以上にたくさんの草やごみ

を取ることができて、本当にうれしかっ

たです。 

           ５年生 

せいそう活動を通して、３年生の

子たちとなかよくなれたし、公園も

きれいになったから、「いっせきに

ちょう」だと思いました。３年生が

いっしょうけんめい草取りをしてい

たので、「わたしたちもがんばらな

きゃ」と思いました。学校の人たち

以外の地いきの人たちも手つだって

くれていて、この公園が弥富市にと

って大切なのだなと感じました。 

           ４年生 

輪中公園内の清掃活動を行った

後は、公園が見ちがえるほどきれ

いになっていました。それを見て、

とてもすがすがしい気持ちを感じ

ました。わたしたちがていねいに

１本１本草を抜き、きれいになっ

ている所を見ると、「わたしたち

がここをきれいにしたのだなあ」

と実感しました。さすがに最後の

方はつかれてきましたが、満足感

があって、地域清掃は、素晴らし

いなと思いました。  

６年生 

 

子どもたちの振り返りカードより 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

     

 
１年生 

２年生 


